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不
動
産
に
関
す
る
ル
ー
ル
が

大
き
く
変
わ
り
ま
す

　
相
続
登
記
が
さ
れ
な
い
な
ど
、

不
動
産
登
記
簿
に
よ
り
所
有
者
が

直
ち
に
判
明
し
な
い
土
地
、
所
有

者
が
判
明
し
て
も
、
そ
の
所
在
が

不
明
な
土
地
を
「
所
有
者
不
明
土

地
」
と
い
い
ま
す
。

　
　
相
続
に
よ
っ
て
不
動
産
を
取

得
し
た
相
続
人
は
、
そ
の
所
有

権
を
取
得
し
た
こ
と
を
知
っ
た

日
か
ら
３
年
以
内
に
、
相
続
登

記
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
　
遺
産
分
割
が
成
立
し
た
時
の

追
加
的
ル
ー
ル
と
し
て
、
遺
産

分
割
が
成
立
し
た
日
か
ら
３
年

以
内
に
、
そ
の
内
容
を
踏
ま
え

た
登
記
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
　
、
　
い
ず
れ
も
、
正
当
な
理

由
な
く
こ
の
義
務
に
違
反
し
た
場

合
は
、
10
万
円
以
下
の
過
料
の
適

用
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
相
続
が
開
始
し
た
こ
と
、
自
ら

が
相
続
人
で
あ
る
こ
と
を
登
記
官

に
申
し
出
る
こ
と
で
、
よ
り
簡
易

に
① 
　
の
相
続
登
記
の
申
告
義

務
を
履
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※
相
続
人
申
告
登
記
は
、
持
ち
分

の
登
記
は
さ
れ
ず
、
相
続
登
記

と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
す
。

　
登
記
官
に
よ
り
、
特
定
の
被
相

続
人
が
所
有
す
る
不
動
産
を
、
一

覧
に
し
て
証
明
す
る
制
度
で
す
。

※
自
己
の
確
認
と
し
て
も
取
得

可
。

　
登
記
簿
上
の
所
有
者
は
、
住
所

等
を
変
更
し
た
日
か
ら
２
年
以
内

に
住
所
等
の
変
更
登
記
申
請
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
正
当
な

理
由
な
く
義
務
に
違
反
し
た
場

合
、
５
万
円
以
下
の
過
料
の
適
用

対
象
と
な
り
ま
す
。

　
共
有
不
動
産
の
軽
微
な
変
更
を

す
る
た
め
の
用
件
が
緩
和
さ
れ
、

持
ち
分
の
過
半
数
に
よ
る
決
定
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　
所
在
等
が
不
明
な
共
有
者
が
い

る
場
合
、
他
の
共
有
者
は
地
方
裁

判
所
に
申
し
立
て
、
そ
の
決
定
を

得
て
、
残
り
の
共
有
者
の
持
ち
分

の
過
半
数
で
管
理
行
為
、
残
り
の

共
有
者
全
員
の
同
意
で
変
更
行
為

が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
所
在
等
が
不
明
な
共
有

者
が
い
る
場
合
に
は
、
他
の
共
有

者
は
地
方
裁
判
所
に
申
し
立
て
、

そ
の
決
定
を
得
て
、
所
在
等
が
不

明
な
共
有
者
の
持
ち
分
を
取
得
し

た
り
、
そ
の
持
ち
分
時
価
相
当
額

の
供
託
に
よ
り
、
そ
の
持
ち
分
を

含
め
て
不
動
産
全
体
を
第
３
者
に

譲
渡
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
相
続
等
に
よ
っ
て
土
地
の
所
有

権
を
取
得
し
た
相
続
人
が
、
法
務

大
臣
（
窓
口
は
法
務
局
）
の
承
認

に
よ
り
、
土
地
を
手
放
し
て
国
庫

に
帰
属
さ
せ
る
制
度
で
す
。
た
だ

し
、
建
物
等
が
あ
る
な
ど
、
帰
属

が
認
め
ら
れ
な
い
土
地
が
あ
り
ま

す
。
申
請
に
は
審
査
手
数
料
の
負

担
。
承
認
後
は
、
10
年
分
の
土
地

管
理
費
相
当
額
の
負
担
金
の
納
付

が
必
要
で
す
。

※
未
登
記
家
屋
の
所
有
者
が
変
更

と
な
っ
た
場
合
は
、
役
場
税
務

係
に
「
家
屋
異
動
届
書
」
を
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

※
今
回
の
法
律
改
正
等
に
便
乗
し

た
詐
欺
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

 

・
長
野
地
方
法
務
局

　
不
動
産
登
記
部
門

　
　
０
２
６
‐
２
３
５
‐
６
６
１
１

 

・
長
野
法
務
局
大
町
支
局

　
　

２
２
‐
０
３
７
９

 
・
相
続
の
専
門
家
に
相
談
な
ら

　
長
野
県
司
法
書
士
会

　
　

０
２
６
‐
２
３
２
‐
６
１
１
０

令
和
６
年
４
月
１
日
施
行

令和５年
４月以降令和５年４月23日執行 小谷村長選挙日程について

任期満了に伴う小谷村長選挙を執行します。
告示日は４月18日（火）、期日前投票は４月19日（水）から22日（土）までの４日間行います。

■お問い合わせ　小谷村選挙管理委員会 　　８２‐２０２４

　
石
川
県
の
養
護
学
校
の
教
諭
で
あ
る
山

元
加
津
子
さ
ん
（
か
っ
こ
ち
ゃ
ん
）
と
子

ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
で
す
。「
生
き
る
っ
て
素

敵
な
こ
と
だ
よ
」
と
か
「
大
好
き
っ
て
こ

と
が
と
て
も
大
事
な
ん
だ
よ
」
と
い
う
こ

と
を
伝
え
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
素
敵

な
映
画
。
見
終
わ
っ
た
後
、
自
分
を
大
切

に
思
え
た
り
、
あ
た
た
か
い
何
か
に
抱
き

し
め
ら
れ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く

れ
る
作
品
で
す
。

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
の
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。
役
場
健
康
推
進
係
ま

で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
　
８
２
‐
２
５
７
０

映
画
「
１
／
４
の
奇
跡
」

　

 

上
映
会
の
お
知
ら
せ

共
催
　
小
谷
村
精
神
保
健
福
祉

　
　
　
サ
ポ
ー
タ
ー
　
カ
モ
ミ
ー
ル
・

　
　
　
健
康
推
進
係

日
時
　
３
月
24
日
（
金
）・

　
　
　
３
月
25
日
（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
受
付

場
所
　
役
場
多
目
的
ホ
ー
ル

共
催

日
時

場
所

①
相
続
登
記
の
義
務
化

②
相
続
人
申
告
登
記

令
和
８
年
４
月
ま
で
に
施
行

①
所
有
者
不
動
産
記
録

　証
明
制
度

②
住
所
等
の
変
更
登
記

　申
請
の
義
務
化

令
和
５
年
４
月
１
日
施
行

共
有
制
度
の
見
直
し

令
和
５
年
４
月
27
日
施
行

相
続
土
地
国
庫
帰
属
制
度
の

創
設

ＡＢ

Ａ

Ａ

Ｂ

月　日 開始時刻 内　　容 参集者等

４月６日（木） 午前10時
立候補予定者説明会
（小谷村役場２０１会議室）

立候補予定者
又は同代理人

４月13日（木） 午前10時
立候補届出書類事前審査
（小谷村役場２０１会議室）

立候補予定者
又は同代理人

４月14日（金） 午前10時
選挙用自動車検査
（設備外積載の許可申請は事前に大町警察署へ）

４月18日（火）

午前８時30分
告示日
立候補届出受付

立候補者
又は同代理人

午後５時
立候補届出締切
投票記載所氏名掲示順序のくじ

４月19日（水）

４月22日（土）

午前８時30分
（午後８時まで）

期日前投票

４月23日（日）
午前７時 投　票

午後８時15分 開票、選挙会

４月24日（月） 午前10時 当選証書付与

４月29日（土） 午後５時まで 請負等をやめた旨の届出最終日

５月８日（月） 午後５時まで
選挙運動に関する収入及び支出報告書の提出
最終日

警
察
官
の
募
集
受
付

　
令
和
５
年
３
月
１
日
か
ら
、
警

察
官
Ａ（
令
和
６
年
４
月
採
用
第

１
回
）・
警
察
官
Ｂ（
令
和
５
年
10

月
採
用
）
の
募
集
受
付
を
開
始
し

ま
す
。

　
警
察
官
Ａ
区
分
は
、
大
学
卒
業

又
は
大
学
卒
業
予
定
の
方
、
警
察

官
Ｂ
区
分
は
、
大
卒
以
外
の
方
が

対
象
で
す
。

 

　
受
験
案
内
及
び
受
験
申
込
書

は
、
長
野
県
警
察
本
部 

警
察
職

員
採
用
セ
ン
タ
ー
又
は
長
野
県
内

の
各
警
察
署
、
交
番
若
し
く
は
駐

在
所
で
お
渡
し
し
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
お
申
込
み
も
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
長
野
県
警
察
本
部

　
警
察
職
員
採
用
セ
ン
タ
ー

　
　
０
１
２
０
‐
３
１
４
‐
０
３
１

https://www.
police.pref.
nagano.lg.jp/

　

（
長
野
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
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す
。

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
の
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。
役
場
健
康
推
進
係
ま

で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
　
８
２
‐
２
５
７
０

映
画
「
１
／
４
の
奇
跡
」

　

 

上
映
会
の
お
知
ら
せ

共
催
　
小
谷
村
精
神
保
健
福
祉

　
　
　
サ
ポ
ー
タ
ー
　
カ
モ
ミ
ー
ル
・

　
　
　
健
康
推
進
係

日
時
　
３
月
24
日
（
金
）・

　
　
　
３
月
25
日
（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
受
付

場
所
　
役
場
多
目
的
ホ
ー
ル

共
催

日
時

場
所

①
相
続
登
記
の
義
務
化

②
相
続
人
申
告
登
記

令
和
８
年
４
月
ま
で
に
施
行

①
所
有
者
不
動
産
記
録

　証
明
制
度

②
住
所
等
の
変
更
登
記

　申
請
の
義
務
化

令
和
５
年
４
月
１
日
施
行

共
有
制
度
の
見
直
し

令
和
５
年
４
月
27
日
施
行

相
続
土
地
国
庫
帰
属
制
度
の

創
設

ＡＢ

Ａ

Ａ

Ｂ

月　日 開始時刻 内　　容 参集者等

４月６日（木） 午前10時
立候補予定者説明会
（小谷村役場２０１会議室）

立候補予定者
又は同代理人

４月13日（木） 午前10時
立候補届出書類事前審査
（小谷村役場２０１会議室）

立候補予定者
又は同代理人

４月14日（金） 午前10時
選挙用自動車検査
（設備外積載の許可申請は事前に大町警察署へ）

４月18日（火）

午前８時30分
告示日
立候補届出受付

立候補者
又は同代理人

午後５時
立候補届出締切
投票記載所氏名掲示順序のくじ

４月19日（水）

４月22日（土）

午前８時30分
（午後８時まで）

期日前投票

４月23日（日）
午前７時 投　票

午後８時15分 開票、選挙会

４月24日（月） 午前10時 当選証書付与

４月29日（土） 午後５時まで 請負等をやめた旨の届出最終日

５月８日（月） 午後５時まで
選挙運動に関する収入及び支出報告書の提出
最終日

警
察
官
の
募
集
受
付

　
令
和
５
年
３
月
１
日
か
ら
、
警

察
官
Ａ（
令
和
６
年
４
月
採
用
第

１
回
）・
警
察
官
Ｂ（
令
和
５
年
10

月
採
用
）
の
募
集
受
付
を
開
始
し

ま
す
。

　
警
察
官
Ａ
区
分
は
、
大
学
卒
業

又
は
大
学
卒
業
予
定
の
方
、
警
察

官
Ｂ
区
分
は
、
大
卒
以
外
の
方
が

対
象
で
す
。

 

　
受
験
案
内
及
び
受
験
申
込
書

は
、
長
野
県
警
察
本
部 

警
察
職

員
採
用
セ
ン
タ
ー
又
は
長
野
県
内

の
各
警
察
署
、
交
番
若
し
く
は
駐

在
所
で
お
渡
し
し
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
お
申
込
み
も
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
長
野
県
警
察
本
部

　
警
察
職
員
採
用
セ
ン
タ
ー

　
　
０
１
２
０
‐
３
１
４
‐
０
３
１

https://www.
police.pref.
nagano.lg.jp/

　

（
長
野
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）



（5）　広報おたり　令和５年３月号 広報おたり　令和５年３月号（4）

クマ目撃情報アンケートの集計結果等について
　
令
和
４
年
度
に
実
施
し
ま
し
た
「
ク
マ
目
撃
ア
ン
ケ
ー

ト
」
に
つ
い
て
、
多
く
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
は
夏
ま
で
餌
を
求
め
る
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が

集
落
へ
頻
繁
に
出
没
し
た
た
め
、
昨
年
度
と
比
較
す
る
と

多
く
の
目
撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
秋
以
降
は
餌
と

な
る
ど
ん
ぐ
り
等
の
堅
果
類
が
山
で
豊
作
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、目
撃
情
報
も
減
少
し
ま
し
た
。堅
果
類
は
年
に
よ
っ

て
大
き
く
結
実
量
が
変
化
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
令
和

５
年
度
は
結
実
量
の
動
向
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
例
年
と
比
べ
て
目
撃
数
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
る
か
、
と

い
う
問
い
に
対
し
て
は
例
年
と
同
じ
、
ま
た
は
多
い
と
い

う
回
答
が
17
％
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
春
か
ら
夏
に
か

け
て
餌
場
を
求
め
て
行
動
す
る
熊
が
目
撃
さ
れ
ま
し
た

が
、
秋
以
降
は
山
に
餌
が
あ
り
人
里
に
下
り
て
く
る
機
会

が
減
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
対
策
と
し
て
行
政
に
求
め
る
事
項
は
捕

獲
が
61
％
と
多
く
、
春
ク
マ
猟
に
関
し
て
も
実
施
の
継
続

や
捕
獲
頭
数
の
増
加
を
望
む
ご
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
森
林
整
備
の
推
進
や
情
報
提
供
に
つ
い
て
の

ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
人
と
鳥
獣

の
自
然
な
生
存
区
域
の
住
み
分
け
が
で
き
る
よ
う
な
事
業

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

農作物被害アンケートの集計結果等について
　
令
和
４
年
末
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
「
農
作
物
等
被
害

調
査
」
の
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
今
回
の
結
果
は
今
後
の
農
作
物
等
被
害
対
策
に
活
用
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
大
き
く
２
つ
の
項
目
に
つ
い
て
左
図
の
と
お
り
グ
ラ
フ

化
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
農
作
物
等
の
被
害
状
況
で
す
が
、

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
が
昨
年
の
約
34
％
か
ら
約
28
％
に
減

少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
数
値
が
毎
年
減
少
し
て
い
く
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
被
害
獣
種
別
で
は
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
令
和

３
年
に
比
べ
ニ
ホ
ン
ザ
ル
に
よ
る
被
害
が
増
え
て
い
ま

す
。
イ
ノ
シ
シ
対
策
の
た
め
の
電
気
柵
を
設
置
し
て
い
る

耕
作
地
に
サ
ル
や
シ
カ
な
ど
、
対
象
で
は
な
い
獣
種
が
侵

入
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
特
に
ニ
ホ
ン
ザ
ル

は
段
数
の
低
い
電
気
柵
は
簡
単
に
侵
入
し
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
耕
作
し
て
い
る
隣
に
木
な
ど
登
れ
る
も
の
が
あ

る
と
、
そ
こ
か
ら
飛
び
降
り
て
侵
入
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■令和３年度　配布戸数978世帯、回収188世帯、回収率19.2％
■令和４年度　配布戸数962世帯、回収185世帯、回収率19.2％

クマ目撃アンケートの集計結果

　
な
お
、
長
野
県
全
域
で
イ
ノ
シ
シ
の
数
が
回
復
し
て
い

る
と
の
報
告
も
あ
り
、
引
き
続
き
イ
ノ
シ
シ
に
対
す
る
注

意
も
必
要
で
す
。
村
と
し
て
は
今
後
も
猟
友
会
と
連
携
し

た
駆
除
活
動
や
、
電
気
柵
等
の
購
入
補
助
制
度
の
継
続
に

よ
る
防
除
対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

　
農
作
物
等
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
ら
担
当
者
が
現
地
確

認
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
役
場
農
林
係
へ
ご
連
絡
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
国
の
子
育
て
支
援
策
の
一
環
と
し
て
、
村
で
は

全
て
の
妊
婦
及
び
子
育
て
家
庭
が
安
心
し
て
出

産
・
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
・

子
育
て
の
様
々
な
相
談
に
応
じ
、
ニ
ー
ズ
に
即
し

た
支
援
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
伴
走
型
相
談
支

援
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
出
産
育
児
関
連
用

品
の
購
入
等
の
負
担
軽
減
を
目
的
に
出
産
・
子
育

て
応
援
給
付
金
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

①
出
産
応
援
給
付
金

　
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
に
妊
娠
の
届
出
を

し
た
妊
婦
及
び
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
に
出

生
し
た
児
童
の
母

②
子
育
て
応
援
給
付
金

　
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
に
出
生
し
た
児
童

の
養
育
者

※
ど
ち
ら
も
申
請
時
点
で
村
内
に
住
所
を
有
す
る
方

　
そ
れ
ぞ
れ
面
談
を
実
施
し
、
申
請
に
よ
り
現
金

５
万
円
を
口
座
振
替
に
て
給
付
い
た
し
ま
す
。

※
遡
及
支
給
を
含
め
、
対
象
と
な
ら
れ
る
方
に
は
別

途
個
別
に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
　

８
２
‐
２
５
７
０

毎
年
３
月
１
日
～
８
日
は
、

女
性
の
健
康
週
間
で
す

　
女
性
が
生
涯
を
通
じ
て
健
康
で
明
る
く
、
充
実

し
た
日
々
を
自
立
し
て
過
ご
す
こ
と
で
き
る
よ

う
、
厚
生
労
働
省
は
毎
年
３
月
１
日
か
ら
８
日
ま

で
を
「
女
性
の
健
康
週
間
」
と
定
め
、
女
性
の
健

康
づ
く
り
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
女
性
に
は
乳
房
や
子
宮
、
生
理
に
関
連
す
る
病

気
を
は
じ
め
、
更
年
期
症
状
、
骨
粗
し
ょ
う
症
な

ど
女
性
に
特
有
の
健
康
課
題
が
あ
り
、
そ
の
対
策

が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
小
谷
村
で
は
、
本
週
間
に
あ
わ
せ
て
、
女
性
に

多
い
病
気
に
つ
い
て
呼
び
か
け
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
文
字
放
送
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、

左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
て
、
女
性
の
健
康
を

支
援
す
る
た
め
の
様
々
な
情
報
が
発
信
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
こ
の
機
会

に
、
ご
自
身
や
ご
家
族
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

https://www.mhlw.go.jp/stf/se

isakunitsuite/bunya/kenkou_ir

you/kenkou/woman/index.html

https://w-health.jp/

出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金

事
業
の
実
施
に
つ
い
て

農作物等の被害はありましたか？

あり

28％

なし

54％

非農家

15％

無回答 ３％

■
お
問
い
合
わ
せ

　
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係
　　

８
２
‐
２
５
８
８

ニホンザルによる被害額

0 50,000 100,000 150,000 200,000 250,000

令
和
３
年

令
和
４
年

被害額（円）

「
女
性
の
健
康
づ
く
り
」
厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ

女
性
の
健
康
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
サ
イ
ト

「
女
性
の
健
康
推
進
室
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ラ
ボ
」

対 

象 

者

支
給
方
法
及
び
金
額

回　　答
令和３年度 令和４年度

人数 割合 人数 割合

 問  一年間でクマを目撃しましたか？

はい 27人 14％ 32人 17％

いいえ 144人 77％ 142人 77％

無回答 17人 9％ 11人 6％

合　計 188人 100％ 185人 100％

 問  そのクマは子グマを連れていましたか？

いた 11人 41％ 7人 23％

いない 15人 56％ 22人 69％

無回答 1人 3％ 3人 9％

合　計 27人 100％ 32人 100％

 問  例年と比べて目撃数はどうでしたか？

多い 15人 2％ 13人 7％

例年並み 40人 9％ 20人 10％

少ない 24人 50％ 34人 18％

わからない 26人 14％ 42人 23％

無回答 83人 44％ 76人 41％

合　計 188人 100％ 185人 100％

 問  行政に対策してほしいことは？

捕獲・射殺 16人 48％ 23人 61％

森林整備の推進 6人 18％ 5人 13％

情報提供を密に 3人 9％ 4人 11％

猟友会の活動に期待 5人 15％ 1人 3％

保護・共存 2人 6％ 3人 8％

その他 1人 3％ 2人 5％

合　計 33人 100％ 38人 100％
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クマ目撃情報アンケートの集計結果等について
　
令
和
４
年
度
に
実
施
し
ま
し
た
「
ク
マ
目
撃
ア
ン
ケ
ー

ト
」
に
つ
い
て
、
多
く
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
は
夏
ま
で
餌
を
求
め
る
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が

集
落
へ
頻
繁
に
出
没
し
た
た
め
、
昨
年
度
と
比
較
す
る
と

多
く
の
目
撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
秋
以
降
は
餌
と

な
る
ど
ん
ぐ
り
等
の
堅
果
類
が
山
で
豊
作
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、目
撃
情
報
も
減
少
し
ま
し
た
。堅
果
類
は
年
に
よ
っ

て
大
き
く
結
実
量
が
変
化
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
令
和

５
年
度
は
結
実
量
の
動
向
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
例
年
と
比
べ
て
目
撃
数
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
る
か
、
と

い
う
問
い
に
対
し
て
は
例
年
と
同
じ
、
ま
た
は
多
い
と
い

う
回
答
が
17
％
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
春
か
ら
夏
に
か

け
て
餌
場
を
求
め
て
行
動
す
る
熊
が
目
撃
さ
れ
ま
し
た

が
、
秋
以
降
は
山
に
餌
が
あ
り
人
里
に
下
り
て
く
る
機
会

が
減
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
対
策
と
し
て
行
政
に
求
め
る
事
項
は
捕

獲
が
61
％
と
多
く
、
春
ク
マ
猟
に
関
し
て
も
実
施
の
継
続

や
捕
獲
頭
数
の
増
加
を
望
む
ご
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
森
林
整
備
の
推
進
や
情
報
提
供
に
つ
い
て
の

ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
人
と
鳥
獣

の
自
然
な
生
存
区
域
の
住
み
分
け
が
で
き
る
よ
う
な
事
業

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

農作物被害アンケートの集計結果等について
　
令
和
４
年
末
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
「
農
作
物
等
被
害

調
査
」
の
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
今
回
の
結
果
は
今
後
の
農
作
物
等
被
害
対
策
に
活
用
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
大
き
く
２
つ
の
項
目
に
つ
い
て
左
図
の
と
お
り
グ
ラ
フ

化
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
農
作
物
等
の
被
害
状
況
で
す
が
、

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
が
昨
年
の
約
34
％
か
ら
約
28
％
に
減

少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
数
値
が
毎
年
減
少
し
て
い
く
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
被
害
獣
種
別
で
は
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
令
和

３
年
に
比
べ
ニ
ホ
ン
ザ
ル
に
よ
る
被
害
が
増
え
て
い
ま

す
。
イ
ノ
シ
シ
対
策
の
た
め
の
電
気
柵
を
設
置
し
て
い
る

耕
作
地
に
サ
ル
や
シ
カ
な
ど
、
対
象
で
は
な
い
獣
種
が
侵

入
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
特
に
ニ
ホ
ン
ザ
ル

は
段
数
の
低
い
電
気
柵
は
簡
単
に
侵
入
し
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
耕
作
し
て
い
る
隣
に
木
な
ど
登
れ
る
も
の
が
あ

る
と
、
そ
こ
か
ら
飛
び
降
り
て
侵
入
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■令和３年度　配布戸数978世帯、回収188世帯、回収率19.2％
■令和４年度　配布戸数962世帯、回収185世帯、回収率19.2％

クマ目撃アンケートの集計結果

　
な
お
、
長
野
県
全
域
で
イ
ノ
シ
シ
の
数
が
回
復
し
て
い

る
と
の
報
告
も
あ
り
、
引
き
続
き
イ
ノ
シ
シ
に
対
す
る
注

意
も
必
要
で
す
。
村
と
し
て
は
今
後
も
猟
友
会
と
連
携
し

た
駆
除
活
動
や
、
電
気
柵
等
の
購
入
補
助
制
度
の
継
続
に

よ
る
防
除
対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

　
農
作
物
等
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
ら
担
当
者
が
現
地
確

認
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
役
場
農
林
係
へ
ご
連
絡
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
国
の
子
育
て
支
援
策
の
一
環
と
し
て
、
村
で
は

全
て
の
妊
婦
及
び
子
育
て
家
庭
が
安
心
し
て
出

産
・
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
・

子
育
て
の
様
々
な
相
談
に
応
じ
、
ニ
ー
ズ
に
即
し

た
支
援
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
伴
走
型
相
談
支

援
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
出
産
育
児
関
連
用

品
の
購
入
等
の
負
担
軽
減
を
目
的
に
出
産
・
子
育

て
応
援
給
付
金
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

①
出
産
応
援
給
付
金

　
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
に
妊
娠
の
届
出
を

し
た
妊
婦
及
び
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
に
出

生
し
た
児
童
の
母

②
子
育
て
応
援
給
付
金

　
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
に
出
生
し
た
児
童

の
養
育
者

※
ど
ち
ら
も
申
請
時
点
で
村
内
に
住
所
を
有
す
る
方

　
そ
れ
ぞ
れ
面
談
を
実
施
し
、
申
請
に
よ
り
現
金

５
万
円
を
口
座
振
替
に
て
給
付
い
た
し
ま
す
。

※
遡
及
支
給
を
含
め
、
対
象
と
な
ら
れ
る
方
に
は
別

途
個
別
に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
　

８
２
‐
２
５
７
０

毎
年
３
月
１
日
～
８
日
は
、

女
性
の
健
康
週
間
で
す

　
女
性
が
生
涯
を
通
じ
て
健
康
で
明
る
く
、
充
実

し
た
日
々
を
自
立
し
て
過
ご
す
こ
と
で
き
る
よ

う
、
厚
生
労
働
省
は
毎
年
３
月
１
日
か
ら
８
日
ま

で
を
「
女
性
の
健
康
週
間
」
と
定
め
、
女
性
の
健

康
づ
く
り
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
女
性
に
は
乳
房
や
子
宮
、
生
理
に
関
連
す
る
病

気
を
は
じ
め
、
更
年
期
症
状
、
骨
粗
し
ょ
う
症
な

ど
女
性
に
特
有
の
健
康
課
題
が
あ
り
、
そ
の
対
策

が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
小
谷
村
で
は
、
本
週
間
に
あ
わ
せ
て
、
女
性
に

多
い
病
気
に
つ
い
て
呼
び
か
け
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
文
字
放
送
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、

左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
て
、
女
性
の
健
康
を

支
援
す
る
た
め
の
様
々
な
情
報
が
発
信
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
こ
の
機
会

に
、
ご
自
身
や
ご
家
族
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

https://www.mhlw.go.jp/stf/se

isakunitsuite/bunya/kenkou_ir

you/kenkou/woman/index.html

https://w-health.jp/

出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金

事
業
の
実
施
に
つ
い
て

農作物等の被害はありましたか？

あり

28％

なし

54％

非農家

15％

無回答 ３％

■
お
問
い
合
わ
せ

　
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係
　　

８
２
‐
２
５
８
８

ニホンザルによる被害額

0 50,000 100,000 150,000 200,000 250,000

令
和
３
年

令
和
４
年

被害額（円）

「
女
性
の
健
康
づ
く
り
」
厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ

女
性
の
健
康
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
サ
イ
ト

「
女
性
の
健
康
推
進
室
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ラ
ボ
」

対 

象 

者

支
給
方
法
及
び
金
額

回　　答
令和３年度 令和４年度

人数 割合 人数 割合

 問  一年間でクマを目撃しましたか？

はい 27人 14％ 32人 17％

いいえ 144人 77％ 142人 77％

無回答 17人 9％ 11人 6％

合　計 188人 100％ 185人 100％

 問  そのクマは子グマを連れていましたか？

いた 11人 41％ 7人 23％

いない 15人 56％ 22人 69％

無回答 1人 3％ 3人 9％

合　計 27人 100％ 32人 100％

 問  例年と比べて目撃数はどうでしたか？

多い 15人 2％ 13人 7％

例年並み 40人 9％ 20人 10％

少ない 24人 50％ 34人 18％

わからない 26人 14％ 42人 23％

無回答 83人 44％ 76人 41％

合　計 188人 100％ 185人 100％

 問  行政に対策してほしいことは？

捕獲・射殺 16人 48％ 23人 61％

森林整備の推進 6人 18％ 5人 13％

情報提供を密に 3人 9％ 4人 11％

猟友会の活動に期待 5人 15％ 1人 3％

保護・共存 2人 6％ 3人 8％

その他 1人 3％ 2人 5％

合　計 33人 100％ 38人 100％



広報おたり　令和５年３月号（6）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
８
２
‐
３
１
３
５

（7）　広報おたり　令和５年３月号

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
前
立
腺
が
ん
」
に
つ
い
て
で
す

ま
め
ま
め
知
識
№108№108

　
前
立
腺
が
ん
は
、
近
年
急
速
に

増
加
し
て
い
る
が
ん
で
す
。
２
０

２
０
～
２
０
２
４
年
（
年
平
均
）

に
は
前
立
腺
が
ん
罹
患
数
は
１
０

５
，
８
０
０
人
と
な
り
、
男
性
が

ん
の
う
ち
、
第
１
番
目
の
罹
患
数

に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
前
立
腺
が
ん
死
亡
数
は
、

２
０
２
０
～
２
０
２
４
年
（
年
平

均
）
に
は
１
４
，
７
０
０
人
と
な

り
、
２
０
０
０
年
の
約
１
・
８
倍

に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
症
状
や
検
査
が
あ
る

か
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
前
立
腺
は
男
性
の
み
に
あ
る
臓

器
で
す
。
膀
胱
の
下
に
位
置
し
、

尿
道
の
ま
わ
り
を
取
り
囲
ん
で
い

ま
す
。
栗
の
実
の
よ
う
な
形
を
し

て
い
ま
す
。

　
前
立
腺
が
ん
は
、
前
立
腺
の
細

胞
が
正
常
な
細
胞
増
殖
機
能
を
失

い
、
無
秩
序
に
自
己
増
殖
す
る
こ

と
に
よ
り
発
生
し
ま
す
。
早
期
に

発
見
す
れ
ば
治
癒
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。
ま
た
、
多
く
の
場
合
比

較
的
ゆ
っ
く
り
進
行
し
ま
す
。
進

行
す
る
と
近
く
の
リ
ン
パ
節
や
骨

に
転
移
す
る
こ
と
が
多
い
で
す

が
、
肺
、
肝
臓
な
ど
に
転
移
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
前
立
腺
が
ん
の
原
因
は
ま
だ
明

確
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
リ
ス

ク
因
子
と
し
て
年
齢
、
家
族
歴
、

食
事
な
ど
が
示
唆
さ
れ
て
い
ま

す
。

①
年
齢

　
40
歳
代
以
降
加
齢
と
と
も
に
直

線
的
に
発
生
率
が
高
く
な
り
、
70

歳
代
は
50
歳
代
の
20
～
60
倍
と
い

わ
れ
ま
す
。
50
歳
を
超
え
て
高
齢

に
な
る
と
罹
患
率
は
急
激
に
高
ま

り
、
逆
に
50
歳
以
下
で
み
ら
れ
る

こ
と
は
極
め
て
ま
れ
で
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、前
立
腺
が
ん
検
診
は
、

一
般
的
に
50
歳
以
上
の
男
性
に
勧

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
家
族
歴

　
海
外
の
調
査
で
、
父
親
ま
た
は

兄
弟
に
前
立
腺
が
ん
に
か
か
っ
た

人
が
い
る
場
合
、
本
人
が
前
立
腺

が
ん
に
な
る
確
率
は
、
そ
う
で
な

い
人
に
比
べ
２
〜
３
倍
に
な
る
と

い
う
報
告
が
あ
り
、
特
定
の
遺
伝

子
の
関
与
も
示
唆
さ
れ
て
い
ま

す
。

③
食
事

　
動
物
性
脂
肪
を
多
く
摂
る
こ
と

や
、緑
黄
色
野
菜
の
摂
取
不
足
も
、

前
立
腺
が
ん
の
発
生
頻
度
を
高
く

す
る
原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
日
本
で
も
、
食
事
の
欧
米
化
や

高
齢
化
社
会
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
前
立
腺
が
ん
の
発
生
頻
度

と
死
亡
率
は
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。

　
早
期
の
前
立
腺
が
ん
は
、
多
く

の
場
合
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
尿
が
出
に
く
い
、

排
尿
の
回
数
が
多
い
な
ど
の
症
状

が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
進
行
す
る
と
、
上
記
の
よ
う
な

排
尿
の
症
状
に
加
え
て
、血
尿
や
、

腰
痛
な
ど
の
骨
へ
の
転
移
に
よ
る

痛
み
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
前
立
腺
が
ん
を
早
期
発
見
す
る

た
め
の
検
査
が
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
で

す
。Ｐ
Ｓ
Ａ
は
前
立
腺
に
特
異
的

な
た
ん
ぱ
く
質
の
一
種
で
す
。Ｐ

Ｓ
Ａ
は
健
康
な
と
き
に
も
血
液
中

に
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
前
立
腺

が
ん
が
発
生
す
る
と
、
大
量
の
Ｐ

Ｓ
Ａ
が
血
液
中
に
流
れ
出
し
ま

す
。

　
し
か
し
、Ｐ
Ｓ
Ａ
値
が
正
常
値

よ
り
高
値
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
必

ず
し
も
前
立
腺
が
ん
で
あ
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
前
立
腺
肥
大
症
や

前
立
腺
炎
で
も
Ｐ
Ｓ
Ａ
値
が
高
値

と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、Ｐ
Ｓ
Ａ
値
が
高

い
場
合
に
は
、
さ
ら
に
前
立
腺
が

ん
で
あ
る
可
能
性
を
調
べ
る
た
め

に
、直
腸
内
触
診
、画
像
検
査
（
経

直
腸
的
超
音
波
《
エ
コ
ー
》
検
査
、

前
立
腺
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
）
な
ど
を
お

こ
な
っ
て
前
立
腺
が
ん
で
あ
る
か

を
調
べ
ま
す
。

　
小
谷
村
で
も
、
健
診
期
間
中
に

50
歳
以
上
の
男
性
を
対
象
に
前
立

腺
が
ん
検
診（
採
血
に
よ
る
検
査
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
対
象

の
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
　８
２
‐
２
５
７
０

What’s

前
立
腺
が
ん

https://www.zenritsusen.jp/

が
ん
情
報
サ
ー
ビ
ス

https://ganjoho.jp/public/can
cer/prostate/about.html

参
考
資
料

「
介
護
予
防
体
操
教
室
」

開
催
の
お
知
ら
せ

　
冬
も
終
わ
り
に
近
づ
い
て
春
の
気
配
を

感
じ
ら
れ
る
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

外
へ
出
て
気
分
転
換
に
体
操
は
い
か
が
で

す
か
？

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
体
操
で
お
な
じ
み

の
S
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ク
ラ
ブ
井
澤
先
生
を
招

い
て
「
介
護
予
防
体
操
教
室
」
を
開
催
し

ま
す
。
普
段
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
映
し

て
い
る
体
操
等
を
先
生
の
指
導
に
て
直
接

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　８
２
‐
３
１
３
５

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
に
つ
い
て

地域包括支援センターからのお知らせ

緊
急
搬
送
時
や
災
害
時
の
備
え
と
し
て
活
用
！

１
年
に
１
回
は
見
直
し
を
行
い
ま
し
ょ
う

救急医療情報キット

①カプセル ②マグネットシール

　
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
は
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
世
帯
な
ど
の
急
病
時
等

に
、
救
急
隊
員
が
迅
速
な
救
急
活
動
に

つ
な
げ
る
た
め
の
道
具
で
す
。
か
か
り

つ
け
医
や
持
病
、
緊
急
連
絡
先
な
ど
を

記
入
し
た
『
情
報
シ
ー
ト
』
を
専
用
の

容
器
に
入
れ
、
自
宅
の
冷
蔵
庫
に
保
管

し
て
お
く
こ
と
で
、
万
一
に
備
え
る
も

の
で
す
。

　
救
急
車
を
要
請
し
、
駆
け
つ
け
た
救

急
隊
員
が
キ
ッ
ト
の
情
報
を
確
認
す
る

こ
と
で
、
医
療
機
関
と
の
連
携
や
ご
家

族
へ
の
連
絡
な
ど
を
円
滑
に
行
う
た
め

に
役
立
ち
ま
す
。

【
対
象
】
村
内
に
お
住
ま
い
で
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
が
い
る
世
帯
な
ど

【
配
布
方
法
】地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。（
配
布
に

は
申
請
が
必
要
で
す
）

　
２
月
15
日
現
在
、
２
１
４
名
の
方
が

登
録
を
行
っ
て
い
ま
す
。
内
容
が
変

わ
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

1
年
に
１
回
は
見
直
し
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

③情報シート

緊急医療情報キットの流れ

※情報シートを確認しながら、
搬送先へ情報提供をします。

救急隊出動 冷蔵庫の扉のシールを発見
カプセルを確認

医療機関へ搬送

かかりつけ医・持病・お薬
緊急連絡先　　…などを記入

前
立
腺
が
ん
と
は

原
　
因

症
　
状

検
　
査

日
　
時
　
令
和
５
年
３
月
24
日（
金
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
　
所
　
役
場
２
階
　
視
聴
覚
室

　
　
　
　
　
　
３
月
17
日
（
金
）

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

事
前
に
お
電
話
に
て
ご
予
約
く
だ

さ
い
。

日

　時

場

　所

申
込
み
期
限



広報おたり　令和５年３月号（6）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
８
２
‐
３
１
３
５

（7）　広報おたり　令和５年３月号

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
前
立
腺
が
ん
」
に
つ
い
て
で
す

ま
め
ま
め
知
識
№108№108

　
前
立
腺
が
ん
は
、
近
年
急
速
に

増
加
し
て
い
る
が
ん
で
す
。
２
０

２
０
～
２
０
２
４
年
（
年
平
均
）

に
は
前
立
腺
が
ん
罹
患
数
は
１
０

５
，
８
０
０
人
と
な
り
、
男
性
が

ん
の
う
ち
、
第
１
番
目
の
罹
患
数

に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
前
立
腺
が
ん
死
亡
数
は
、

２
０
２
０
～
２
０
２
４
年
（
年
平

均
）
に
は
１
４
，
７
０
０
人
と
な

り
、
２
０
０
０
年
の
約
１
・
８
倍

に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
症
状
や
検
査
が
あ
る

か
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
前
立
腺
は
男
性
の
み
に
あ
る
臓

器
で
す
。
膀
胱
の
下
に
位
置
し
、

尿
道
の
ま
わ
り
を
取
り
囲
ん
で
い

ま
す
。
栗
の
実
の
よ
う
な
形
を
し

て
い
ま
す
。

　
前
立
腺
が
ん
は
、
前
立
腺
の
細

胞
が
正
常
な
細
胞
増
殖
機
能
を
失

い
、
無
秩
序
に
自
己
増
殖
す
る
こ

と
に
よ
り
発
生
し
ま
す
。
早
期
に

発
見
す
れ
ば
治
癒
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。
ま
た
、
多
く
の
場
合
比

較
的
ゆ
っ
く
り
進
行
し
ま
す
。
進

行
す
る
と
近
く
の
リ
ン
パ
節
や
骨

に
転
移
す
る
こ
と
が
多
い
で
す

が
、
肺
、
肝
臓
な
ど
に
転
移
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
前
立
腺
が
ん
の
原
因
は
ま
だ
明

確
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
リ
ス

ク
因
子
と
し
て
年
齢
、
家
族
歴
、

食
事
な
ど
が
示
唆
さ
れ
て
い
ま

す
。

①
年
齢

　
40
歳
代
以
降
加
齢
と
と
も
に
直

線
的
に
発
生
率
が
高
く
な
り
、
70

歳
代
は
50
歳
代
の
20
～
60
倍
と
い

わ
れ
ま
す
。
50
歳
を
超
え
て
高
齢

に
な
る
と
罹
患
率
は
急
激
に
高
ま

り
、
逆
に
50
歳
以
下
で
み
ら
れ
る

こ
と
は
極
め
て
ま
れ
で
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、前
立
腺
が
ん
検
診
は
、

一
般
的
に
50
歳
以
上
の
男
性
に
勧

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
家
族
歴

　
海
外
の
調
査
で
、
父
親
ま
た
は

兄
弟
に
前
立
腺
が
ん
に
か
か
っ
た

人
が
い
る
場
合
、
本
人
が
前
立
腺

が
ん
に
な
る
確
率
は
、
そ
う
で
な

い
人
に
比
べ
２
〜
３
倍
に
な
る
と

い
う
報
告
が
あ
り
、
特
定
の
遺
伝

子
の
関
与
も
示
唆
さ
れ
て
い
ま

す
。

③
食
事

　
動
物
性
脂
肪
を
多
く
摂
る
こ
と

や
、緑
黄
色
野
菜
の
摂
取
不
足
も
、

前
立
腺
が
ん
の
発
生
頻
度
を
高
く

す
る
原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
日
本
で
も
、
食
事
の
欧
米
化
や

高
齢
化
社
会
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
前
立
腺
が
ん
の
発
生
頻
度

と
死
亡
率
は
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。

　
早
期
の
前
立
腺
が
ん
は
、
多
く

の
場
合
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
尿
が
出
に
く
い
、

排
尿
の
回
数
が
多
い
な
ど
の
症
状

が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
進
行
す
る
と
、
上
記
の
よ
う
な

排
尿
の
症
状
に
加
え
て
、血
尿
や
、

腰
痛
な
ど
の
骨
へ
の
転
移
に
よ
る

痛
み
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
前
立
腺
が
ん
を
早
期
発
見
す
る

た
め
の
検
査
が
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
で

す
。Ｐ
Ｓ
Ａ
は
前
立
腺
に
特
異
的

な
た
ん
ぱ
く
質
の
一
種
で
す
。Ｐ

Ｓ
Ａ
は
健
康
な
と
き
に
も
血
液
中

に
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
前
立
腺

が
ん
が
発
生
す
る
と
、
大
量
の
Ｐ

Ｓ
Ａ
が
血
液
中
に
流
れ
出
し
ま

す
。

　
し
か
し
、Ｐ
Ｓ
Ａ
値
が
正
常
値

よ
り
高
値
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
必

ず
し
も
前
立
腺
が
ん
で
あ
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
前
立
腺
肥
大
症
や

前
立
腺
炎
で
も
Ｐ
Ｓ
Ａ
値
が
高
値

と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、Ｐ
Ｓ
Ａ
値
が
高

い
場
合
に
は
、
さ
ら
に
前
立
腺
が

ん
で
あ
る
可
能
性
を
調
べ
る
た
め

に
、直
腸
内
触
診
、画
像
検
査
（
経

直
腸
的
超
音
波
《
エ
コ
ー
》
検
査
、

前
立
腺
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
）
な
ど
を
お

こ
な
っ
て
前
立
腺
が
ん
で
あ
る
か

を
調
べ
ま
す
。

　
小
谷
村
で
も
、
健
診
期
間
中
に

50
歳
以
上
の
男
性
を
対
象
に
前
立

腺
が
ん
検
診（
採
血
に
よ
る
検
査
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
対
象

の
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
　８
２
‐
２
５
７
０

What’s

前
立
腺
が
ん

https://www.zenritsusen.jp/

が
ん
情
報
サ
ー
ビ
ス

https://ganjoho.jp/public/can
cer/prostate/about.html

参
考
資
料

「
介
護
予
防
体
操
教
室
」

開
催
の
お
知
ら
せ

　
冬
も
終
わ
り
に
近
づ
い
て
春
の
気
配
を

感
じ
ら
れ
る
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

外
へ
出
て
気
分
転
換
に
体
操
は
い
か
が
で

す
か
？

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
体
操
で
お
な
じ
み

の
S
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ク
ラ
ブ
井
澤
先
生
を
招

い
て
「
介
護
予
防
体
操
教
室
」
を
開
催
し

ま
す
。
普
段
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
映
し

て
い
る
体
操
等
を
先
生
の
指
導
に
て
直
接

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　８
２
‐
３
１
３
５

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
に
つ
い
て

地域包括支援センターからのお知らせ

緊
急
搬
送
時
や
災
害
時
の
備
え
と
し
て
活
用
！

１
年
に
１
回
は
見
直
し
を
行
い
ま
し
ょ
う

救急医療情報キット

①カプセル ②マグネットシール

　
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
は
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
世
帯
な
ど
の
急
病
時
等

に
、
救
急
隊
員
が
迅
速
な
救
急
活
動
に

つ
な
げ
る
た
め
の
道
具
で
す
。
か
か
り

つ
け
医
や
持
病
、
緊
急
連
絡
先
な
ど
を

記
入
し
た
『
情
報
シ
ー
ト
』
を
専
用
の

容
器
に
入
れ
、
自
宅
の
冷
蔵
庫
に
保
管

し
て
お
く
こ
と
で
、
万
一
に
備
え
る
も

の
で
す
。

　
救
急
車
を
要
請
し
、
駆
け
つ
け
た
救

急
隊
員
が
キ
ッ
ト
の
情
報
を
確
認
す
る

こ
と
で
、
医
療
機
関
と
の
連
携
や
ご
家

族
へ
の
連
絡
な
ど
を
円
滑
に
行
う
た
め

に
役
立
ち
ま
す
。

【
対
象
】
村
内
に
お
住
ま
い
で
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
が
い
る
世
帯
な
ど

【
配
布
方
法
】地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。（
配
布
に

は
申
請
が
必
要
で
す
）

　
２
月
15
日
現
在
、
２
１
４
名
の
方
が

登
録
を
行
っ
て
い
ま
す
。
内
容
が
変

わ
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

1
年
に
１
回
は
見
直
し
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

③情報シート

緊急医療情報キットの流れ

※情報シートを確認しながら、
搬送先へ情報提供をします。

救急隊出動 冷蔵庫の扉のシールを発見
カプセルを確認

医療機関へ搬送

かかりつけ医・持病・お薬
緊急連絡先　　…などを記入

前
立
腺
が
ん
と
は

原
　
因

症
　
状

検
　
査

日
　
時
　
令
和
５
年
３
月
24
日（
金
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
　
所
　
役
場
２
階
　
視
聴
覚
室

　
　
　
　
　
　
３
月
17
日
（
金
）

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

事
前
に
お
電
話
に
て
ご
予
約
く
だ

さ
い
。

日

　時

場

　所

申
込
み
期
限



広報おたり　令和５年３月号（8）（9）　広報おたり　令和５年３月号
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口
座
振
替
を
指
定
さ
れ
て
い
る

方
は
３
月
27
日
（
月
）
に
振
替
え

ま
す
の
で
、
口
座
の
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
27
日
の
定
期
振
替

が
で
き
な
か
っ
た
方
は
、
４
月
10

日
（
月
）
に
再
振
替
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 ３

　
月

今
月
の
納
税

税

　目

期

　別

納
期
限

国
民
健
康
保
険
税

10
期

３
月
31
日（
金
）

小
谷
村
農
業
委
員
会

令
和
４
年
度

定
例
会
の
お
知
ら
せ

次
回
の
開
会
予
定

　
３
月
20
日
（
月
）

　
午
前
９
時
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ

　
小
谷
村
農
業
委
員
会
事
務
局

　（
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係
）

　
　
８
２‐

２
５
８
８

●あかちゃん ●お悔やみ

年齢 地区 親族氏　名

相澤　利喜惠 94歳 南雨中 邦夫

横川　和好 84歳 千国 秀勝

年齢 地区 親族氏　名

　　　寛治 90歳 大網 正浩

相澤　誠男 90歳 瑞穂 和則

該当なし

※出生・死亡・婚姻は希望掲載です。住民だより （令和５年１月届出分）

小谷村大糸線振興会議

切符は南小谷駅で買おう
列車を見かけたら、手を振ろう

■
日

　時
　
４
月
20
日
（
木
）　
午
後
１
時
～
２
時

■
対
象
・
定
員
　
中
小
企
業
事
業
者
お
よ
び
創
業
予
定
者

■
定

　員
　
会
場
10
名
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
10
名

■
会

　場
　
大
町
合
同
庁
舎
（
大
町
市
大
町
１
０
５
８
‐
２
）

■
講

　師
　
柳
澤
　
智
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

■
セ
ミ
ナ
ー
内
容

 

・
初
め
て
補
助
金
・
助
成
金
を
活
用
希
望
の
方
、
大
歓
迎
で
す
。

 

・
今
後
実
施
予
定
の
補
助
金
・
助
成
金
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

 

・
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
個
別
の
ご
相
談
対
応
い
た
し
ま
す
。

　「
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」
は
、
国
の
設
置
さ
れ
て
い
る
公
的
相
談

窓
口
で
す
。
地
域
の
商
工
会
議
所
・
商
工
会
、
金
融
機
関
、
大

学
等
の
支
援
機
関
と
連
携
し
、
小
規
模
事
業
者
・
中
小
企
業
の

皆
様
が
抱
え
る
様
々
な
経
営
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
ほ
か
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
一
般
社
団
法
人
、

社
会
福
祉
法
人
創
業
予
定
の
方
な
ど
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

無
料
で
何
度
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
皆
様
か
ら
の

ご
相
談
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
お
申
込
み
・
お
問
合
せ

　
Ｈ
Ｐ
　https://nagano-yorozu.go.jp/

　
長
野
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
事
務
局

　
　

０
２
６
‐
２
２
７
‐
５
８
６
６

よ
ろ
ず

補
助
金
・
助
成
金
活
用
セ
ミ
ナ
ー
＆
相
談

　
〜
も
ら
え
る
お
金
徹
底
解
説
〜
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口
座
振
替
を
指
定
さ
れ
て
い
る

方
は
３
月
27
日
（
月
）
に
振
替
え

ま
す
の
で
、
口
座
の
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
27
日
の
定
期
振
替

が
で
き
な
か
っ
た
方
は
、
４
月
10

日
（
月
）
に
再
振
替
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 ３

　
月

今
月
の
納
税

税

　目

期

　別

納
期
限

国
民
健
康
保
険
税

10
期

３
月
31
日（
金
）

小
谷
村
農
業
委
員
会

令
和
４
年
度

定
例
会
の
お
知
ら
せ

次
回
の
開
会
予
定

　
３
月
20
日
（
月
）

　
午
前
９
時
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ

小
谷
村
農
業
委
員
会
事
務
局

　（
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係
）

　
　
８
２‐

２
５
８
８

小谷村大糸線振興会議

切符は南小谷駅で買おう
列車を見かけたら、手を振ろう

■
日

　時
　
４
月
20
日
（
木
）　
午
後
１
時
～
２
時

■
対
象
・
定
員
　
中
小
企
業
事
業
者
お
よ
び
創
業
予
定
者

■
定

　員
　
会
場
10
名
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
10
名

■
会

　場
　
大
町
合
同
庁
舎
（
大
町
市
大
町
１
０
５
８
‐
２
）

■
講

　師
　
柳
澤
　
智
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

■
セ
ミ
ナ
ー
内
容

・
初
め
て
補
助
金
・
助
成
金
を
活
用
希
望
の
方
、
大
歓
迎
で
す
。

・
今
後
実
施
予
定
の
補
助
金
・
助
成
金
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

・
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
個
別
の
ご
相
談
対
応
い
た
し
ま
す
。

　「
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」
は
、
国
の
設
置
さ
れ
て
い
る
公
的
相
談

窓
口
で
す
。
地
域
の
商
工
会
議
所
・
商
工
会
、
金
融
機
関
、
大

学
等
の
支
援
機
関
と
連
携
し
、
小
規
模
事
業
者
・
中
小
企
業
の

皆
様
が
抱
え
る
様
々
な
経
営
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
ほ
か
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
一
般
社
団
法
人
、

社
会
福
祉
法
人
創
業
予
定
の
方
な
ど
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

無
料
で
何
度
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
皆
様
か
ら
の

ご
相
談
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
お
申
込
み
・
お
問
合
せ

Ｈ
Ｐ

https://nagano-yorozu.go.jp/

長
野
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
事
務
局

　
　

０
２
６
‐
２
２
７
‐
５
８
６
６

よ
ろ
ず

補
助
金
・
助
成
金
活
用
セ
ミ
ナ
ー
＆
相
談

　
〜
も
ら
え
る
お
金
徹
底
解
説
〜


